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蘇我石川両氏系図成立の時期について
続群書類従巻一六七は「蘇我石川両氏系図」（以下、「系図」と
略
称す
る
）一巻を載せる。孝元天
皇
に始まり石川名足に尽きるこ
の系図は、確かに、蘇我・石川両氏の系譜がその中核を成しており、題名に背くものとは云い得ないのであるが、然し、系譜的には蘇我氏以前の 或いは蘇我・石川の に直接は関係しない同族の系譜記事を不必要なまでに多く収録ずるのに反し 両氏111殊に石川氏の部分ーーにつ ては、慮外にその記載を簡略に止めるという特色を持っているのである。
例えば、前者については、大彦命や武内宿禰11孝元天皇の子
および曽孫に当る
1i
の後商氏族を巨細に及んで拾載し、また蘇
我氏同族とされる平群・葛城両氏 家系部分にまで立入って筆を走らせておりながら、然るに後者の、石川氏については、彼 仕えた天皇の名と達し得た官位名 すに過ぎない簡潔きなのである。勿論、この系図
全
体的に見て意識的に述作された後世の
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良
編纂物であることは、まず疑い得ないであろうとの前提に立つのであるが、「系図」のこの様な外見的特徴は、彼の造作に際しての態度あるいは方針等の在り方に疑いを生じさせ、寧ろ、この特徴は系図の成立に時期的な段階の存したことを示唆するものであろうと想われてくる。兎に角、先ずそ 性格の複雑きが考えられ、従って利用に当つては慎重な手続き 必要性が痛感されるのであ る 。
云う迄もないことであるが、史料は一般にその成立の時期決定
如何によって、性格や価値に大きく影響する で、この問題が重視されるべき理由がある。ところで、史料の絶対数の僅少 古代史の分野にあっては 成立問題 及ぼす影
響
は特に大きい。系図
は、伝世の原本の存在の場合を除い は、その性質上、成立の時期はなかなか見極め難く、かるが しく論じ得ないも であるが、小稿はその意義を考えて 一つの試み 過ぎない。
さて、本系図の成立は、今日平安時代初期とするのが、普通の
様であるが、この説は必らずしも説得的な根拠を持っているとは
七
Hosei University Repository
法政史学
第十七号
思えない。即ち、続群書類従完成会編の群書解題の執筆者、甲田利雄氏は「
桓武天皇（在住
七 八 一
11
八
O
六）に仕えた石川名足
（七二八
111
七八八）に及んでいるから、平安初期に成ったので
あろう」と述べておられるが（
1
）、察するに氏の論拠は、系図最
終者の年代でもって成立の時期を推定する、いわば手堅い方法に拠られてはいるが、それ以外には特にないと見える。私見では、この系図の複雑と思えるその性格を併せ考慮せねば、成立 問題は論じきれぬと考え ので、甲田説 一抹の不安が残るのは止むを得ない。結果的に、仮令え、平安初期の成立が確定され としても、内容面を含めての説明が欲しいのである。
然
し、一度内
容面に立ち入ると
、
葛城襲津彦の子王国宿禰の譜
文に「公卿補任云々」と見え
（2
）、公卿補任との関
係も考慮せざ
るを得なくなり、そして公卿補任の成立を憶うと、前述 不
安は
寧ろ増大
し、甲田氏
説への疑問は抑え難くなるのである。
以上要するに、現行の「系図」成立の時期について疑問があ
り （
3
）、また、その性格の複雑きに対しては氏族研究の丘場からも
興味を曳かれ ので、既に述べたように若干の 察を試みたい。但し
、紙数の間係で小
稿は問題の全容に触れ得ず
、ただ公卿補任
との関係よ 見た成立 時期についてだけ述べ、他は後稿 侠つものである点について最初に御寛忽を得たい。理由の一つ 、唯一の活版本である続群書類従完成会本が、この系図 関しては不備な箇所が目立つので、その底本 紹介することの意義を認めたに他ならない。
御叱正を乞う次第である。
八
注（
1
） 『
群書解題
』 （ 第
三
下、系
譜
部同）「前我石川両氏系図」
の 項 、
四 五 頁 。
（2
〉後掲、「出我石川両譜」参照。
（3
〉拙稿「武内宿禰系譜の成立と江沼氏の伝承」（「法政
大学第二工業高等学校紀要」創刊号）では、甲田氏の説に従わずに、その成立の時期については、ただ「一考の余地があるように思う」とのみ記し（五五頁 注（お））、その根拠を明示し得なかった。この意味で、前稿の欠 一部を補う目的も持ちたいと思う
前節の冒頭に述べたように、「系図」は続群書類従に収録され
て一般に利用されているが、その底本は、元禄五年六月、水戸彰考館神書掌丸山可湾によって編纂完了された、諸家系図纂（以下系図纂と略称する（
1
） ） 巻 二
七上所収の「蘇我石川両譜」である。
系図纂の善本は静嘉堂文庫所蔵本である（
2
〉。
今日、続群書類従の流布本は続群書類従完成会本であろうが、
その完成会本 「系図」と系図纂 収められている蘇我石川両譜を比較してみると、体裁面に於てかなりの相違が看取される。「系図」の体裁は続群書類従の写本中の善本と云われる（
3
）、塙家旧
蔵 本 〈
4
）がよく系図纂の型を伝えているので（
5
）、その後
11 1
恐ら
く活版化の際に
i l
変形せられたのであろう。また、「蘇我石川
両氏系図」の題名の、その際に改題されたであろうことも、旧蔵本に於て、まず「蘇我石川両譜」と記し、その上で譜字を朱筆
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もって抹消し、右の傍に「氏系図」と改注してあるのから推察される。従って大筋と
しては、
諸家系図纂！←続群書知従塙家旧蔵
本
｜
←刊行本、の
継
受関係が想像できる。
完成会本
の
流布に
よって、続群
書類従
の利用
者は疑いなく便ー
を享けており
、その校
訂も良
とさ
れるが〈
6
）、
全く問題がな
い
沢
ではないハ
7
）
0
旧
蔵本
のもつ欠点の幾
許
かが踏襲され
た一面も否
定できないし
（8
）、殆んど、底本その佳の採
録
と見ら
れ
る特
徴
的
欠点が、完成会本にも依然として指摘できのである。このような状態であって見れば、結局「系図」の考察は系図
纂所
収の「蘇我
石川両譜」に拠るのが
l
i
それだけ原史料に近づけると云う意味
も含めて
l l
、最も近道とする考えに到達せざるを得など
9
）
0
従って、長文を厭わず、次節に史料を掲載し考察の資とする。注
（1
）
系図纂は
、大日本
史
中の氏旅志と
関連
し て
編纂され
、
全七三巻、皇室系図を除いて四四姓五九三
氏
の系図を
拾録
。その
基礎にな
ったの
は
、
久保田収氏によれば
、
延宝八・九年頃に新編 一四巻とか一四
巻系図など
と呼ばれていたものであろうと云う（「水戸義公の学問的業績」・『大日本
史
の研究』
七九頁
）。
（2
）甲田氏が「続群書類従本の底本は、諸家系図
纂
である
」
と述べられたによる（「群書解題』四
六頁
）。吏に、こ
の諸家系図纂は同氏による他の系図の解題から推し明らかに静
嘉堂文庫所蔵
本を指すものと判断され
る
。
また内閣文庫目録にも、諸家系図纂は見えるが、未だ探し求め得ない。
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（3
〉遠藤・下村編『国
史文献解説』第二部
、
群書類従の項
参照（三七九百）
。
（4
）写本
は静
嘉堂文庫所蔵
本が善本とさ
れ
る
。
内閣文庫所
版本もほぼ同一。
（5
）静活堂文庫所蔵本の書写年代は
、奥
書によって明治
一
二 年
と知
り
得
る 。
（6
）『昨書解題』四六頁
、他
。
（7
）次節の綜我石川両訪の刊を参照されたい。
（8
）そもそも
、
系図纂からの採録時における校合の社撰
か、或いは雨後の伝写による宰の誤りか。何れかを究めることは
で
きないが
、
伝わるところの系凶纂に存す
る誤りは
、塙家旧
蔵本を通
し
て今
日に
残るものがあ
る。次節、史料注を
参照さ
れたい。
（9
）従っ
て
、本
来「一仰我石
川両
誹 一 ぷ 々
」として採
り上げる
べきかも知れないが
、
「 市 川 我 石
川両氏系図」の名で通
用すること久しいので、防うまでである。
蘇我石川両譜
凡例
一、ここに描載する「蘇我
石
川両
譜」は
、元
禄五年丸
山可
澄の編
に成る諸家系図
纂所
収のものである。その氏本は、静
嘉堂文庫
所蔵本であるが、これが書写の年代は不明である。本系譜掲載の理由
は
、小稿考
察
の為であ
っ
て、所謂校訂
で
はない
。唯
、誤
史
料
ナL
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り
の明らかと思われるもの
や
、
流布本である完成会本との異同
を指摘
し 、
注記
したに
止まる。
一
、
従って
、
完成会本でもっ
て底本を補うのを原則とし、必
要に
応じて、記紀その他の文献を勘考して改補を加えた。一、
註記に用
いた
略称は
、次の
通りである。
底本諸家系図纂（静嘉堂文庫所蔵本）完本続群書類従
（続群書類従完成会本
・
昭和
一O
年 版 ）
記古事記（新訂増補国史大系本）紀日本
書紀
（新訂増補国史大系本）
録新撰姓氏録（佐伯有清校訂本〉
一
、体
裁は
、
底本
の
型を保
つのを原則とし、改行の場
合は
」印で
示した。
一、句読点は、底本及び完本も不揃いなので、私に統一して付し
た。但し、氏族名に関しては、底本と完本の異同を註記で明示してある
。蘇
我
3 企
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一i
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一l
少彦
男
心命母同
前 。
母伊香色謎命。
7
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i
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一
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史料出1
「膳。阿倍。」
、
底本
・
完本
「 陪阿
倍
」に作
る
。
今紀
に従
って私に改め補ず。
2
「阿倍。布勢。竹田。」、版本「阿倍布
勢
竹田」に作る。
今録に従って私に補す。
3
問 、
氏本閑
に作
る
。
今完本に従って改む。
4
「阿問問人。他国広
瀬。泣公
。 」 、
底本
「阿間間人他田広
湘約
一 公
o
」に作る
。
今完本に従
って補す。
5
「会加。杖部。
一ー
、
氏本
・
完本「会加杖出」に
作
る。今録
に従って払に補す。
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6
坂、底本
一政に作る。今完本に従って改む。
7
「坂合。伊我水取。」
、底本
「坂合伊我水取。」
・
完本「坂
合。伊我。水取。
」に作
る。今録に従って私に補す。
8
難、完本
雑に
作るは誤り。
9
「難波。吉志。日
下 。
大戸等。」
、
底
本「難波
古志日
下大
戸等。」・ 「難波古志。日下。大戸市一寸
σ
」に作る。今
完本
・
録に従って私に補す。
叩
謎
、底本
語に作る。今完本 従って改む。
日
妹
、底本なし。
今完本に従って補す。
ロ「内
臣。山公担。
」 、
底本
「内臣山公
祖。」に作る。今完
本に従って補す。
日「
波多
。林
。波美。」
、
底本
「波多林波美
」
に作る。今完
本に従って補す。
日星
、底本・
完本黒に作る。今記に従って私に改む。
日
古
、底本
なし。今完本に従って補す。
日「
高向。小治因。」
、底本「高向
沼田。」
・
完本「高向。
沼 田 。
」
に作る。今完本
・
記に従って私に補し改む。
げ「馬御械。文室。」、底本「馬御機文室」
に作る
。今完本
に従って補す。
同「部保。
馬工。」
、底本「都保馬工
。」に作る。今完本に
従って補す。
四
殺
、
一版本役に作る
。今
完本に従って改む。
初「都奴。
坂本
」 、
底本「都奴坂本。」に
作
る。今完本に従
って補す。蘇我石川両氏系図成立の時期についてハ星野〉
引
「
Ut
佐。梶。」
、
一氏本「日佐梶。」
・
完
本「日位。梶。」
に作る。今録
・
完本に従って私に改め補す。
勾「大家。
丈部等祖
」 、
底
本「犬家
丈
部
等祖
。」に作る。今
完本によって補す。
お久
、
民本
・
完本冬に作る。今記に従って私に改む。
M
「的。生
江
。 」 、
底本「的生江
。 」
に
作る。今完本に従っ
て補す。
お
「阿芸那。布敷。小家。原井。布忍
。下神祖。」、
民本
「阿芸
那
。布敷小
家原井布忍
下神祖。」・完木「阿芸。那
布敷。小
家原
。井布。忍。下神祖。」に作る。今記・録に
よって補す。
お「江野
財。江沼祖。」
、
底本「江野財江沼祖
」 ・
完本
「 江
野。財。江沼祖 」に作る。今記・録 って補す。
幻反。底本
夫
に作る。今完本に従って改む
o
m
馬
、
完本島（馬
イ）に作る。
mU
犬、民
一 本 天 に
作る。今
完本に従って改む
o
m
威
、
氏本滅に作る。今完本に従って改む
o
m
背
、底本皆に作る。今完本に従って改む。
泣摩
、
完本麻に
作 る 。
お「任右
大臣
」 、
市一万 本
「任〔右〕大臣」に作
る
。
白日、氏・本・完－一目に作る。今紀に従って私に改む。お系線
底本
な し 。
今完
本に従って補す。
却系の点 、民本に実線があるが、ここの線は明らかに筆写
の
F J
川り 。
四
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幻按日本紀以下、底本は朱筆。お非
、
完
本兆に作るは
誤り
。
前掲の史料註で明らかなように、続
群書
類従の校一訂は、完成会
本も、未だ満足できるものとは云い得ないであろう。同本が流布本
であるだけに惜しまれよ
う
。
厳
密な校
訂
による
普
本の出現が期
待される所以である。
次に右の系図を、便宜的に続柄関係だけを掲示し、以下の考察
に備えたい。
大
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四写本しか伝わらず、その
書写
の年代も不分明なこの「系図」は、
また他の史料に引用された形跡も認められない。きれば成立の時期は、その内在的問題に視角を据えて考察されなければならないであろう。成立の時期決定の一方法として、甲田氏によって為された点も、系図研究の上で無視できないが、既述のように、この系図の場合は必らずしも有効ではない、と思える。
考察の手掛りは、「系図」を一覧すると直ぐ気付く筈の、前に
若干触れた、葛城氏系の玉田宿禰の条に見える「公卿補任云々」の文章である。この点から問題を解して見ようと思う。いま仮に玉田条の譜文を次の三部分に分って、順次考察を進めることとする 。
川允恭殺之。凶日本紀日。王国者
襲 、 津 彦
孫 也 。
ω
公卿補任云。襲津
彦
子 也 。
川項は允恭五年紀七月乙丑条に「地
震
。 先 レ 是 命 一 一 葛 城
襲
、津彦之
孫玉田宿禰一。主一一瑞歯別天皇之境一。：：：（中略〉：：：天
主史発
レ
卒囲二 家一。而捕之乃訴。」（傍点、里野）と見えるに拠るであろう（
1
）
O
凶項もまた、日本紀日と明記されているのである
から、同様に前項の史料を典拠としたものと
察ずるに難くない。
即 ち 、
ω
・問項とも允恭紀に
基
づいて－記されたものと考えて、ま
ず大過ない が、ところが凶項に関しては、日本
書
紀はま
た玉田宿禰を襲津彦の子とする別伝も紹介していて、問題は必ら
蘇我石川両氏系図成立の時期について（星野）
ずしも
単純
ではないのである。雄略七年の是
歳条
は、所
謂 士 口 備 氏
叛乱伝承
と称されるものの
一 つ
、 士
円 備
上道
臣田
狭の
叛乱に関す
る
伝説を載せて知られるが、その条の注に、別本に云うとして回狭臣の婦、毛
援
は「蔦城襲津彦子。玉田宿禰之女也。」〈
2
〉と見える
ので、「系図」が日本紀日として允恭紀 記載のみを挙げ、雄略紀の注記に注意した様子がないのは何故だろうか。恐らくは造作者
の社撰であろうが、編
者
比定の
条件
の一つにはなるかも知れな
い
（3
）。しかし問
題
は「系
図
」が元来
襲津彦
と
玉
田
宿禰
の
続柄関
係において雄略紀の別伝や、
ω
項の公卿補任の記載と一致してい
るところにあると思われる。公卿補任反正天
皇条
、蔦城円使、
王
の
注記に「武内宿禰曲目孫。葛城襲津彦孫。玉田宿禰子也。（
4
） 」
L L
見
え、玉田宿禰は襲、津彦 子（武内宿禰の 、円の父
〉
となるから
ω
項は明らかにこれを指したものであろう。玉田宿禰の条の出典の詮索は、大略、以上に尽きるとしても、
指摘したように、「系図」は、最初から玉回宿禰を襲津彦の子とすることにおいて成り
立 っ
ていたとしか考えようがなく、にも拘
らず、それを殊更に問項では允恭紀の例を採り出して異伝のことを説き
11
合
致ずる
雄
略紀の所伝に触れることなしに
1
1
、 一 方 、
既に合致せる公刷補任の説を明 ずる事実 意味はどう理解すればよいのであろうか
。
この譜女を文字通り素直にとれば、恐ら
く、間・問項は後
注で
、元来
玉田宿禰
の
条には
仙
項、しかなく
、
注
記者が家伝の系図と関連文献 照合してその異同を記したも 、と
なろうか。然
し問
題はそ
れで
終
らない。
即ち
、問
項は兎
も 角 、
ω
項の解釈は
多様
である
。
「系図」の最終的成立の時期は、厳密
四
五
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に は
、それが後注か否か
に拘らず
、その名の引用の
事実だけで公
卿補任の成立以後となろうが、「系図」の段階的成立の予想を導入すれば、公卿補任が果してどの段階で関係したであろうかを問題に出来る。とは云うものの
、
成立の諸段階を明らかにする作業
は不可能に等しく、せいぜい、その第一 （基幹部分の形成）として、系線lll血縁関係表示 部分
l
l
の成立の時期を、次に
最終ないしはそれに近い期のものとして、後注部分を指摘できる程度ではあろうが
、この作
業を通して
、
右の何れに公卿補任が関
係したかを確められる筈である。とすれば
、「系
図」
成立の時期
は公卿補任の成立を媒介として、一応限定し得るであろう。
後注と云えば
、
蘇我遠智媛条
の按日本紀以下の譜文は、底本で
は朱注で、その記載の仕方から見てかなり古いらしく、他にも同様な後注の存在を示唆している。事実そ と覚しき例を挙げることが出来る。蘇我
倉麻呂
の条に見える、一名雄当或いは雄正に作
る、とある雄正がそれで、初見 公卿補任である（
5
）
0
また蘇我
連
子の条に、蔵大臣と
号
す、とある語の文献的初見も公卿補任（
6
）
で書紀などには見えない称呼であるが、二例とも記載の位置から推して後注が可能と考えられる。勿論
、
原注と考えてもよいが
、
何れも公卿補任と関係しているので、
ω
項の公卿補任云々を後注
とすれば、この場合もそう
考
えた方がよさそうである。然し、そ
の決定はまだ早い。何となれば、「系図」の骨格部に当る血統の連継或いはそ に準ずる部分 、即ち 形成の第一段階において、既に公卿補任が利用されてい 形跡 認められるからである。その第一 、蘇我韓子の子で稲目の父とされる高一麗は、記
凹六
紀などの古い文献に見えず、管見では公卿補任によってはじめて出自の知れる人である。同様に 蘇我
倉
山田
石
川麻呂の出自も公
卿補任が初見である。即ち、
例宣
化天
皇
条
・ 大
臣項
蘇我稲目宿禰満智宿禰之曽孫。韓子之孫。高麗之子也
o
MW
孝徳天
皇
条
・右大毘
項
蘇我山田石川麻呂馬子大臣之孫
d
雄正
子臣之子也。
であって（
7
〉、この事実は民
族独自の伝承がない限り
、公卿補任
なくしては「系図」作成の不可能を意味するのである
。
第二に、蘇我連子の子組子の条の「淡海公」以下の譜文も、公
卿補任と尊卑分肱にだけ関連史料が指摘でき の ってみれば、初見はまた公卿補任で（
8
）、更に石川名足の条の「大納言」
も同様に公卿補任に見えるだけである（
9
） 。
以上からして、「系図」と公卿補任の密接な関係が確認される
が、「系図」の 利用の仕方は凡そ次 三通りと思われる。第
一
は
、
前述
ω
項の「公卿補任一五々」で
、他
に朱注の例があるか
ら、一応後注と考えられる。その第二 、蘇我倉麻呂や連子の条に見える例で 原・後何れの註 も決定し難いが余り問題にはらない。第三の型は、最後に述べた、当初からの公卿補任使用を認めざるを得ない部類で
、
譜
文は原注と思われる。これらが 共
に公卿補任と関係しながら その仕方において異る理由は次のようには考え れまいか。そもそも、文献を利用し 家系を造作する場合
、典拠を明
示する筈は
なく、秘かに作り、継
承され
、そし
て時日の経過の中に、作成の事情 埋没して不明 なった頃、詮
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索好きな子孫が古典と照応して、その異同を補注していく、といった過程の想像である。
要するに
、「系
図
」の公卿
補任
利用の
段階は
、大
まかに云
っ て
二度あり、最初はその原型の作成時であり、第二回目
1
1
最終的
成立と考えての
ll
は、爾後降ること程遠いであろ
う
、と云う見
通しである（凶）
O
論じてここに到れば、次に公卿補任の成立が問題にされねばな
らない。この問題については、土田直鎮氏の「公卿補任の成立」（与が精椴で大方の賛同を得て る（ぎ。土田氏 研究によれば 公卿補任の基になったのは、弘仁二年成立の歴運記（別名、公卿記（日
） ） で
、それに
弘
仁以
降が
付け足された。
歴運記
の
特徴は異型公
卿補任と一致し（は
）、従って歴運記の内客は
殆
んど流布本公卿補
任に吸収された。即ち、歴運記｜←異型公卿補任
l
←流布本公卿
補任、の順序が考えられるが、名実を備 た公卿補任 成立の年代は、応和以降長徳以前 三
O
年余の聞に求められるという（日）
O
民のこの結論を採用して、或る
程度
「 系
図 」
の成
立年
代の推定を
行な
い
得るも
の と
思 う 。
即ち、「系図」
最終者石
川
名足
の
莞年は
延暦七（七八八）年で、公卿補任が歴運記を材料とした部分に属し、従って、既述の「
系図
」と公卿補任の不
離
の関
係は
、一まず
歴運記との関係に置き換えられ、「系図」原型成立 上限 弘仁以前、延暦七年の頃迄の聞に定められる。然し、歴運記の撰者は不明で
、私撰の
書
と考えられるが、これが撰者を蘇我ないし石川
氏に比定する根拠は全くない。 れば、成立の上限は弘仁を遡上し
得な
い 。蘇我石川両氏系図成立の時期について〈星野）
土田氏はまた
、
公卿補任の弘仁以降
の書
継部分の成立についで
「本文及び父祖
の名は仁和以後に
書
かれ、又、八ム卿補任
全部
の
尻
付中の母の名と
官歴
・
行状の部分とは
、応和以降に一記されたも
の 」
と述べておられる（
明 。
仁和を上限とする
「 系
図
」の
関係史料は
前掲の
父祖
の名、つまり、蘇我高
麓と合
山田石川麻
呂
の出自
に見
られる。これによって、上限は仁和元（八八五）年頃迄は少なくとも下げられることになる
。然
し、更に注目すべきは、土田氏の
応和以降の成立に関わると云う、尻付中の母の名云々である
。
「系図
」が
公卿補任によったと思われる
、
母の名に関する資料は
前述の石
川
瓶子
の
譜文で
、即ち、
淡海公室。武智麻呂。房前母。
がそれに当る。そして公卿補任には、
仙川養老四年条・藤原朝臣不比等項
淡海
公 （ 口 ）
同養老五年条・藤原朝臣武智
麿項
贈太政大臣不
比
等一男。母右
大臣大紫冠蘇我武羅自古之女
（
川崎
）
蝿 子 （ 叩 〉 。
と
あり
、
仙川は公卿補任が続日本紀を
引
用して述べている文
の中
に
見え、従ってそれとして有効ではないが、同と関連して傍証にはなろう。同は武智麿伝の引用とも考えられず（号、他に資料があったであろうが、それは不明である。開・同を通 考える時、「系図」と公卿補任の関係は極めて接近するが、公卿補任には房前の母の名を求めることは出来ない。然し、尊卑分肱所載の蘇我氏系図に、
四
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右大臣藤原不比等室中衛 将一房前左大臣武智麻呂参議宇合等母〈幻）
と見え、宇合をも蝿子の子とする
説を載
せ、若干の異同はあるが、
無視できないであろう。「系図」と尊卑分肱の関係に問題を残すとしても、的－
M刊の資料によって、母の名の典拠を公卿補任と考
え得るとすれば、その成立に応和という画期を加えられるであろ〉 「 ノ 。
ω口 組 子
前引のように、土田氏はまた、公卿補任の名実備った時は応和
から長徳であるとも述べられる。私は「系図」が「公卿補任云」とその名を引用する ころから こ 問題を検討し始めた。そして公卿補任の名称の文献上の初 は長徳元年であるからして（号、応和・長徳の聞が重視される。 ころで、前に「系図」成立の上限として挙げた仁和と応和の間は七
O
数年で、長徳との聞は一
O
O
年余となるが、これらの聞に二度までも公卿補任が利用された
と考えるのはどうであろうか。また蝿子の条の譜文も、全体からみれば後注とは考えにくく、仮に、後注と考えれば、長くとも一世紀の聞に二回の公卿補任利用があったことになり、真に不自然である。されば、可能性として考 置いた上限 矢張り、応和へと引き下げるべきで、かくて「系図」成立 上限 応和以降長徳の聞と推定し得る。
前提的に、私は「系図」成立の段階を想定したのであったが、
その場合、後期を示す「公卿補任云」と、原型成立の時を意味する高麗や石川麻呂の出 に関す 問題との聞に 、当然、前回の事情が不明になる程の期間の存在を考慮す とし 。こ 点で
四
八
尊卑分脈との関係が注目されてくるのである。「系図」と尊卑分肱との関係を推定する資料は、第一に前述の房前の母の名のことであり、第二には、両者とも石川名足で終ってい こと。第三に尊卑分 の石
川氏
に当る部分は「系図」と酷似する（号
、などで
あ
る。これらの材料によって私は両者に何らかの関係ありと認め、従って、「系図」成立の下限を尊卑分肱の成立期まで下げ得 ものと思う 然し、この断案は可能性の範囲に止まる。尊卑分肱は洞院公定（一
三 四
Ol
一
三九
九）の編に成るから、成立は一四世
紀末となる。
以上要するに、「系図」成立の上限は一
O
世紀の後半に求めら
れ
、下
限は
、
意外にも
、一四世紀
末までは引き下げ得る（与、とい
う考えを述べたつもりである
d
然し
、その聞には四
世紀余の歳月
があり、この結論だけでは如何にも漠然 してい う
。
そこで、
次のよ な推論でもって締め繰りとしたい。「系図」の原型 、やはり一
O
世紀と一一世紀の交に成り
、
その後何らかの事情で放
置され
、
一四世紀の末頃再び取り出きれて補注が施されたのであ
ろう。そして、今日系図纂に見られる朱註は 少くとも そ 時期を遡及し得ないのではあるまいか。
注（
1
）
国史大系本『日本書紀』（前市〉
、
三 四
0
1
問一頁（普
及版〉。允恭天空五年七月 四日に地震があり、天皇は尾張連吾襲をして反正天阜の蹟宮の消息を視察せしめたところ、大
夫玉
用
宿網
のみそこに居ないで葛城の
家で
洞
宴をしており、
吾襲
に告げられるとことを畏れ
て礼幣として吾襲に一匹の馬を授け、密かに道路で殺
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し、武内宿禰の
墓域に逃げ隠れ
た。ことを
聞
いた天
皇
が玉田を召換すると、彼は糾の下に甲をきて参内したが衣の端からそ
れが見え
、
天皇は
小
墾田禾女をしてこ
れを確認し、兵を設けて将に
殺そう
としたので、
玉凹
は密に出て家に
逃げ医れたが尚さ
れ
た
とい
う
、伝
説 。
（2
）前掲
書
、
三七
Ol
－－七一頁。吉備
上
道庄田狭
が川
友
に
婦
稚媛
を
つ 天
下一の
麗人」と自慢するのを聞いて
、天
皇は女
御にしようと思い、田
狭を任那国司に命
じ彼が
任所に赴くと俄かに社媛を召 てしまった。田狭には碓媛
との聞
に兄君
、弟
君の二人の子供があった（この
伝説はまだ
統く
）、と見える条の註。
（3
〉別伝の故に無視したので
は
ない証拠
に
、別
伝
で採用さ
れた例がある。「系図」の
孝元天皇第四子少彦男
心命
は
孝元
紀七年二月丁卯
条
の 、
皇
后欝色
謎命所生の二男
一女ハ第一子大
彦命
、
第
二子
椎日
本根子
彦大日日（開
化 ）
天皇
、
第三子倭法遁姫命
）のことを
記
した
註に
「 一 云 。
天皇母弟少
彦男心命也。」（前掲『日本
書紀
』
一
四九頁）と一書の説を載せ
てい
ることであるが
、 「
天
皇母弟」を「天皇はらからのいろと」（天
皇同母弟）
と
解釈すれば
、
倭迩迩姫命と図
上
の位
置
を交
替
すべき
で
ある
。第
四
位
に記
され
て
い
る事実は編
者の社棋と
察
せられる。この命のことは古事記ではどうなってい
る
かというに、その
孝元段に
、内
色光命の第二子（第
一
子大枇古命、第
三子若倭根子日子大枇と命〉
として
記
蘇
我石川両氏系図成立の時期について（
星野）
される少名目子建猪心命というのがそれらしいが
、
犯
の伝の
方が更に系凶
と
異るので
、参
照は
さ
れた
かも知
れぬが直接には利用されなかったと見
るのが
． 正 し く 、
少名彦男心命 記杭阪に若干の問題を
伐
すけれども
、
紀の一書が採用 たと見てまず問
述
いない。
（4
）国
史大系
本『公卿補任』（第
一
前三一
二 一 貝
。
（5
）孝徳天白
二久
、布
大目
の
項の蘇我山田石川麻呂の注に
「尚
子大
臣の係
。
推
正予
芭
之子也。
」 、
天智夫氏
1． 条
、
大
臣の項の蘇我連子臣の注に
「馬子
大臣之孫。雄正子日
之子。右大白石河府之弟也。」・左大
田
の
項
の侃
我
赤
兄臣の注に
「大臣
馬
子
宿禰
之孫
。雄正子医
之子
也。」
とあ
る
（ 前
掲書
、
六 頁 ） 。
（6
）前掲
、
一昨我連子臣の注に
「字蔵
大臣。」と
あ る 。
（7
）前掲、的は五頁、同は山
花 （
団 ）
参 昭 一
。
（8
）前掲
書
、
藤原不比等
、
同武智踏の項に見え
、
但し
一房 一 前
と の
関係は見出せない
。
後述参照
。
（9
）前掲『公卿補任』、天平宝字二年の条（三八頁）。
（叩
）後述参照。
（ 日
）
「 国
史学
」六五号。
〈
ロ
）例えば
、
最近
の「日本歴
史
」新訂増補国
史大系完成記
念特集号ハ一九山）、第三部国史大系一昨収主要史
結解
越のう
ち
、
公卿補任を担当された斤木
一
馬氏は
、
その
成立については土田氏の
仕
事に付加する
も
のはない
、
と述べておられる（一六 頁）。
四九
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法政史学
第十七号
（日）歴運記は今日延喜式に付載されて伝わるが、その題名
に「今名二公卿記こと注記されていて公卿記とも呼ばれたこと
がわ
かる。歴
連記
の
逸文は
、
統群書類従
・
巻
三 一
O
所収の古口伝に引かれ、土田氏によれば延喜式
に見える歴運記は、その
全巻の総説
とも称すべきで、
本来は吉口伝所引の逸文の如き内容
で
もって首尾整っ
ていたものであっ
とい
う。原逓記の成立は
、
巻頭に
「今
上弘仁二
年辛卯
」（新
訂増補国史大系本『延喜式』
ハ後筒〉、一
OO
九頁）と明記されているので、この
年の撰述
と考えられている。
ハ 比 ）
異型公卿補
任は九
条家本
中右
記部類の紙背に発見され
現存最古
の公卿補任の写本と考えられている。その書
写の年代は鎌倉時代
ハ安貞
・
寛喜）以前で
、現
在土田
氏によって校訂本の刊行がなされつつある
。
また公卿補任の巻頭には、「公卿伝序」があり、こ
れ
と公卿補任の関係が問題で、和田
英松
氏は両者を別
個のものと考え（『本朝書籍
目録考証』、五二八
頁 〉
、
古村茂樹氏は公卿補任は公
卿伝の継，
ぶ
とも
考えられる
旨を述べら （富山房『国史辞典』三巻
、三七八
頁 〉
、
土田氏は公
以
伝に官私丙撰の存在を推定されたが
、
な
お結論は保留されている
（前掲論文
、
三二
l
三四
頁
） 。
斉木一一馬氏は公卿伝は歴運記の別名たる公卿記
とと
も
に
、
公一則補任の別名である
と
述べられたが
、詳
論は今
後に期されている（前掲解題
一六八
頁 〉 。
五。
（ 日 ） （
MW
〉前掲
論文
、
凶五頁。
ハロ〉前掲『公卿補任』、
一六頁。天平
九年の条、式智惜の
項にも見えるが、五ハに統日本紀、
一六平安字四年八月甲
子の詔文の引用であ
る
。
ハ
回 〉
傍注に
「航イ」と
あ る 。
（
印
〉前掲
、『公
卿補任』
、一七
貰。天平九年の条の武智陪莞
の個所にも略同文が記
載されている
。
（却）土田
氏は
「家伝があ
る
にも拘ら
ず
、公
卿補任には武智
麿
伝を引いた跡がなく、尻付の官歴も伝に記す所と相
違してゐる
」と
述べいられる（前掲論文
、
ゴ 一 八 頁 ） 。
（幻
）新
訂
増補
国史
大系本「尊卑分、臥』第四銘「蘇戎氏」
、
二三九頁。
（辺）
小右
記
、
長徳元年四月五日の条が初出。
（お
）注記や詩文を省略して
、
該当部分を左指す乙。
一
年け
ん
名
足
連
子
麿安
丸 丸
石
ー と
豊
！戎
乙
丸
ーー
宅
同 町
J 乞pr;,-
lニ2鼠
子
「麿
｜
乙丸
l
宅嗣」については
、
頭注に
「物部
氏石
上
而非献我氏
、
恐挽入
」と
見え
、
また宮丸にも「石上
」
の傍注があるように石上系図の撹入と考えられるが
、
保我
l l v
石川、物部
l｜ ←
石
上、そして石川と石上の
関
係は別に
考え
たい
。
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（M
）成立の下限を中世まで下げうるのではないか、と思わ
せる資料は他にも若干ある。平群真烏の請を又の次に「真烏八代孫大人」以下の文．草は実は紀大人を指し、この系図がすべて典拠が見出されて、全くの編纂物的な印象を強くうける中で、いわば唯一の氏族伝承的な記載なのである。ここでの詳論は省かざるを得ないが、この条 典拠は続群書類従、巻一六八に載せる紀氏系図にあると判断される。甲田氏 紀氏系図 成立。時期について、天文一五（一五四六）年ころと述べておられる（「群書解題』第三下、一一一良ゾ。
五
公卿補佐の註記を手掛りに考えたが、終に「系図」成立の時期を
確定し得なかった。なお後考に侯たねばならぬが一応の疑問、即ち平安初期説の成立し難いことは明らかになったと思う。ところでこの系図には典拠があり蘇我入鹿の弟として物部大臣を記すのもその例で、これをめぐって若干の考察を加え拙稿の方向を示して置く。 部分が書紀の皇極二年十月壬子条「蘇我大臣：：：私援二紫冠於子入鹿一。擬こ大臣位一。復呼ご其弟一巳弱部大臣一大臣。之祖母物部弓削大連之妹 故因一一母財一取一一威於世一。」に拠ったであろうことは、崇峻即位前紀〈
1
）も考えて間違いない。皇極紀の其弟
に問題があるが 復以下 文と物部大臣 譜文は組踊をきたし述作者の杜撰と考えるが、其弟と併せて考えよう。紀の物部大臣は名・事蹟の不明な故に存在を疑われ、飯田武郷は「弟 誤なるへ
ノナァ
し。（中略）太子伝暦 は。復呼 其第宇一回二物部大臣一とあり。さも有へし（
2
）」と、佐伯有義は姓氏録布留宿禰条（後述）を引
いて「其とは蝦夷を指せるにて蝦夷 第の名を物部大臣の第とも
蘇我石川両氏系図成立の時期について（星野）
呼ばしめしならむ〈
3
こと述べ、横田健一氏は通釈説を採って弟
は第リ邸で物部大巨を邸の名とすれば「物部大臣は入鹿の弟ではなく、母（語以也選旬、）の財を得て世に威をふるったのは入鹿ということになる。この弟 第とするのはまことによいと考え 」 （
4
）とされたが、蝦夷は入鹿に紫冠を授け大臣に擬し、また入
鹿の弟を物部大臣 名づけた、物部大臣の祖母は物部守屋の妹である、故に蝦夷は母の財 よって世に振った よめば支障はない。「系図」も横田氏も復以下を物部大巨にかけるので混乱が生ずる
l
！としても「系図」は更に間違っているが
ll
。復と故で
区切ってよめば母と祖母を同意 したり、名・事蹟 不明な故 第にせずともよい。第では佐伯有清氏の指摘のように、そ 邸を「部大臣とい たというのは釈然としない」（
5
）のである。姓氏録
大和国皇別布留宿禰条に「斉明天皇御世。宗我蝦夷大臣。号二武蔵巨物 首井神主首一 」（断一訪日）とあるが、佐伯氏に従えば、蝦夷が武蔵臣に物部首と う氏姓を与えたことになり
6
〉 、 こ の 問
題と関連する。蝦夷は天皇に代って官位や氏姓 与えており 皇極二年期における権勢が偲ばれよう。以上によって紀を文字通り諒解することも可能となる。何れ せ 、 系図」述作者 そ当時紀の弟をその偉うけ取ったことは疑えない。
詑（
1
）前掲『日本書紀』一二七頁。（
2
）「日本書紀通釈』第
五、三一二四頁。（
3
）朝日本『日本書紀』下巻、一五八頁。（
4
）
『道鏡』 二七頁。（
5
）『新撰姓氏録の研究』研究筒、三九四頁。大
日本仏教全書所収の伝暦にも「其弟字」と見える（一一二百円）。（6
〉佐伯氏前掲書、三九三頁。
五
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